




性学／ジェンダー研究博士論文データベース」（以下、WS/GS 博士論文 DB と
いう）をモデルとして、国立女性教育会館（以下、NWEC という）情報課の
新しい事業展開の方向性、可能性について述べる。





































　なお、『NWEC 実践研究』第 3 号に寄稿した「地域での課題解決型学習を
支援する情報事業の『見える化』」の中に記述した「『女性学 / ジェンター研
究博士論文データベース』データ更新の支援」について、その方法案を記録



































として大学向けのサービスを広げる 1 つの方法として、平成 24 年 8 月、








機関における女性学・ジェンダー論関連の開講科目は、2000 年に 340 大学、
1,706 科目だったものが、2008 年には 455 大学、3,778 科目まで増えている。
































































　　　6　WS/GS 博士論文 DB 支援の方法として考えたこと


















⑶博士論文を WS/GS 博士論文 DB に登録する採否を判断する特定の研究者
メンバーが、その論文選考の作業をするために、ダウンロードした書誌デ













　　現時点では、この機能の実現はできていないが、平成 25 年 3 月 11 日に、
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Ⅲ　NWEC実践報告
学位規則の一部を改正する省令（平成 25 年文部科学省令第 5 号）が公布され、


























⑴ NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム、National Diet Library 
Online Public Access Catalog）
⑵ JAIRO（Japanese Institutional Repositories Online、日本の学術機関リポジトリ
に蓄積された学術情報 [ 学術雑誌論文、学位論文、研究紀要、研究報告書等 ] を
横断的に検索するシステム）
⑶ CiNii（NII 論文情報ナビゲータ [ サイニィ ]、論文や図書・雑誌などを検索で
きるデータベース・サービス）
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また、WS/GS 博士論文 DB を作成時期から、この試みに情報共有をしてくだ
さった朝日印刷工業（株）デジタルメディア開発部　上原充裕様、様々なアドバ
イスを提供してくださった株式会社サンメディア e-Port 東京オフィス　長谷川智
史様、ProQuest （プロクエスト日本支社）セールス・スペシャリスト , RefWorks-
COS 担当 川畑篤之様に感謝します。
　　　　　　　（いちむら・さくらこ　東京大学附属図書館柏地区図書課長）
